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答弁（町長）　好発年齢期間の受診率向上を目指す

問 乳がんの患者数は年々増加。日本人女性の9
人に1人が罹患している。従来は40代後半か
ら50代後半に多く見られたが、近年は60代か
ら70代の罹患が増加していると聞く。
　このことから検診による早期発見の重要性
がこれまで以上に高まっている。受診シール

（無料対象）の活用状況、受診状況はどれくら
いか。
答 （町長）受診シールは、対象年齢を46歳、
48歳、50歳、52歳、54歳、56歳、58歳
とし、該当者に配付しており、令和6年度の実
績では無料対象者の受診率は13.3％であった。
　一方で受診シールの対象ではない場合の検診
状況については、受診率は5.7％であった。職
場や人間ドックでの受診率については把握でき
ていないため、正確な数ではないが、受診率は
例年横ばいである。検診により早期発見、治療
につながった事例も報告されている。
問 受診を促すための取組は。
答 （健康福祉課長）　毎年度3月末に次年度の検
診の案内を個別に送付。
　令和8年度より、町の乳がん検診申込み後、
未受診の方に再勧奨の通知を送付実施する予定
である（今年度は子宮がん検診について実施済
み）。
問 今後の対象年齢の拡大の考えはあるか。
答 （町長）受診シール無料対象年齢は、乳がん
好発年齢※の期間に設定されており、また乳が
ん検診は2年に1度の検診となっている。対象

年齢で受診した場合、乳がん好発年齢期間の
14年間は無料で受診できるようになっている
ため、対象年齢の拡大の予定はない。
　近年、乳がん罹患率は高く、女性にとって最
も多いがんであるが、早期発見・早期治療によ
り、高い確率で完治が見込める。乳がん好発年
齢期間に、多くの方に受診していただけるよう
情報発信を強化し、受診率向上に取り組んでい
きたいと考える。
※好発年齢：特定の病気にかかりやすい年齢層
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マンモグラフィー撮影装置（乳房X線撮影装置）。
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答弁（町長）　整備費用の確保や工事の着手について検討していきたい

問 矢川樋管付近の水防対策の充実の考えは。
答（町長）令和元年の台風第19号により、矢
川樋管付近で冠水被害があったことから、被害
の軽減に向け、令和３年度と６年度に調査検討
業務を実施した。調査の結果、冠水対策として
バイパス水路の整備が適当であるとの結論が得
られたが、整備費用の確保や工事の着手につい
て検討していきたいと考えている。
問 現在の避難所の設置運営の状況は。
答（町長）現在、玉村町で大地震や風水害等の
災害が発生したときに開設する指定避難所は
10か所。
　内訳は公立小中学校７校のほか、勤労者セン
ター･社会体育館･文化センターである。福祉
避難所は、老人福祉センターと障害者福祉セン
ターたんぽぽの２か所が指定されている。

　避難所の開設は、災害の種類や規模、被害が
想定される地区によって開設する避難所を判断
することになる。

五料・飯倉地区農地利用活性化　　

基本構想

問 現在進めている五料・飯倉地区農地利用活
性化検討委員会の今までの成果は。
答（町長） 基本構想では活性化に向け、「農地の
活用」、「地域活性化につながる特産品の創出」、

「農業系企業誘致」の３方針を提示。
　農業系企業誘致については、「地権者・地域
住民」「既存の農業者」「参入企業」「玉村町」
の４者それぞれが「玉村町に参入してよかった」

「企業が来てくれてよかった」と思える企業誘
致を実現するため、『始めるなら、この場所で』
をキャッチフレーズに「玉村町農業企業誘致ガ
イドライン」を策定し、企業誘致に係る町の事
業指針についての情報を整理し、各企業向けに
情報提供を行っている。
　さらに本年度から、群馬県が実施している農
業系企業誘致事業のモデル自治体として「農地
情報の見える化」事業にも参画しており、その
効果として、本町の農地に興味を示している農
業者や企業と参入に係る協議も進めているとこ
ろである。
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